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豊島区立中央図書館報
豊島区

　平成24年10月1日は、豊
島区が誕生して80年の記

念すべき日です。昭和7年10月1日に巣鴨町、西巣鴨町、高田町、
長崎町が合併して誕生しました。『豊島区史』（昭和26年6月発行）
によると「昭和七年十月一日、池袋一丁目六四二番地の旧荒玉水
道町村組合役場庁舎に「豊島区役所」の門標を掲げ、同日午前八
時区長井上桂は、全職員に対して任命の辞令を交付し、各職員の
配属を定めて開庁し、ここに豊島区の自治行政事務の第一歩を華々
しく踏み出したのである。」とあります。
　では、豊島区立図書館はいつごろ開館したのでしょう？これも
『豊島区史（年表編）』（昭和57年3月発行）によると、今から54年
前の「昭和33年6月1日　区立図書館開館。豊島振興会館3階」
とあります。この「豊島振興会館」とは現在の区役所分庁舎のこ
とで、当時の蔵書数は1万冊に満たないとの記録があります。その
後、昭和43年に巣鴨図書館、昭和46年に千早図書館が開館し、引

き続き目白、駒込、池袋、雑司が谷、上池袋図書館が開館しました。
ご承知のとおり、雑司が谷は図書貸し出しコーナーになっていま
す。区役所の振興会館にあった中央図書館は、昭和54年に東池袋
五丁目の春日通り沿いに移転し、平成19年には現在の東池袋四丁
目のライズアリーナビルに移転、開館しました。
　約50年前にできた図書館は、図書館サービスとしては規模の小
さいものでしたが、今は蔵書数も区全体で75万冊を超え、さまざ
まなサービスを提供しています。そして、現在のＩＴ化社会は、
情報収集を本や雑誌などからインターネットへと変えてきていま
す。図書館でも利用者の皆さまから様々なＩＴ機器の使用を希望
される意見が増えています。すると、「キータッチの音がうるさい」
いやいや「スマホならいいだろう」など、多くの意見をいただき
ます。今までの静かに本を読むスタイルとどのように共存してい
けばよいのか・・・。50年経つと、いろいろな問題が起きてきま
す。

C u r r e n t  &  E n c o u n t e r
　

少
し
話
題
を
変
え
よ
う
。
す
ぐ
れ
た
学
者
は
面
白
い
随
筆

を
書
く
。
末す

え

弘ひ
ろ

厳い
ず

太た

郎ろ
う

（
明
治
21
年
生
れ
、昭
和
26
年
死
去
）

は
日
本
の
法
学
者
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
概
念
法
学
に
対
し
法

社
会
学
的
発
想
の
判
例
主
義
を
打
ち
出
し
、
東
大
セ
ツ
ル
メ

ン
ト
を
創
っ
た
。
戦
後
は
労
働
法
の
権
威
と
し
て
労
働
三
法

の
制
定
に
係
わ
り
、
中
央
労
働
委
員
会
の
初
代
会
長
を
勤
め

た
。
そ
の
末
弘
さ
ん
に
『
嘘
の
効
用
』
と
い
う
書
物
が
あ
る
。

　

大
正
十
二
年
改
造
社
か
ら
出
た
も
の
だ
が
、
翌
十
三
年
末

に
は
三
十
七
刷
に
な
っ
て
い
る
。「
嘘
を
つ
い
て
は
い
け
な

い
」
と
い
う
日
本
の
発
想
を
逆
手
に
取
っ
た
も
の
で
多
く
の

人
々
は
ギ
ョ
ッ
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
題
名
が
よ
か
っ
た
。

　

中
味
は
真
面
目
な
も
の
で
、
大
岡
越
前
守
が
大
岡
政
談
に

な
っ
て
ゆ
く
例
を
引
い
て
裁
判
官
が
人
情
味
の
あ
る
判
決
を

言
い
渡
す
裁
判
に
は
、
上
手
に
嘘
を
つ
く
こ
と
が
多
か
っ
た

と
、
世
間
と
法
律
の
実
際
を
語
っ
て
ゆ
く
。

　

法
律
と
社
会
は
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
合
わ
な
く
な
っ
て

ゆ
く
。
社
会
慣
習
が
変
っ
て
ゆ
く
か
ら
あ
る
時
点
で
の
法
律

が
合
わ
な
く
な
る
の
は
当
然
で
、
社
会
が
変
る
に
つ
れ
て
法

律
も
変
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
制
史
が
歴
史
と
し
て
成

立
す
る
の
も
当
然
で
、
法
制
史
に
面
白
い
学
者
も
多
い
。

　

こ
の
法
律
と
社
会
の
ズ
レ
を
裁
判
官
は
上
手
に
解
釈
し
て

（
嘘
を
つ
い
て
）
生
き
た
法
律
の
執
行
に
な
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
家
族
、
財
産
、
相
続
、
結
婚
離
婚
、
労
使
関
係
、

農
村
の
地
主
│
小
作
人
関
係
と
、
問
題
は
無
限
に
拡
が
っ

て
ゆ
く
。

　

わ
れ
わ
れ
は
講
義
を
聞
け
な
か
っ
た
が
、
ガ
ン
ち
ゃ
ん
、

ガ
ン
ち
ゃ
ん
と
愛
称
は
聞
い
て
お
り
、
そ
の
存
在
は
実
感
で

き
た
。
ま
た
末
弘
さ
ん
が
つ
く
っ
た
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
は
戦
時

に
は
マ
ル
ク
ス
主
義
、
共
産
党
員
が
占
拠
し
て
お
り
急
進
化

し
て
し
ま
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
末
弘
さ
ん
ま
で
戻
っ
て
法
律

の
体
系
と
進
化
を
確
認
す
べ
き
だ
ろ
う
。
今
日
の
「
嘘
の
効

用
」
が
必
要
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
行
政
学
の
辻
清
明
氏
は

モ
ジ
ッ
テ
『
陣
笠
の
効
用
』
を
書
い
た
。

　

終
戦
の
年
の
昭
和
20
（
一
九
四
五
）
年
生
ま
れ
だ
。
今

は
な
き
豊
島
区
立
日
出
小
学
校
を
経
て
、
中
学
校
（
こ
ち

ら
も
な
き
雑
司
ケ
谷
中
学
校
、
跡
地
に
現
・
南
池
袋
小
学
校
）

に
進
ん
だ
の
は
昭
和
33
年
、
二
年
前
の
経
済
白
書
は
「
も
は
や

戦
後
で
は
な
い
」
と
規
定
し
て
い
た
が
、
社
会
全
体
が
豊
か
に

な
っ
て
い
た
と
は
言
い
難
く
、
中
学
校
に
は
図
書
館
は
な
か
っ

た
。
箱
詰
め
に
さ
れ
た
図
書
が
各
教
室
に
巡
回
し
て
く
る
の

だ
っ
た
。そ
の
箱
か
ら
読
み
た
い
本
を
取
り
出
し
、書
名
を
ノ
ー

ト
に
記
し
、
借
り
る
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
。

　

国
語
担
当
は
伊
藤
榮
洪
先
生
（
現
・
豊
島
区
図
書
館
専
門
研

究
員
）
で
、
一
年
生
の
お
り
、
北
原
白
秋
、
高
村
光
太
郎
、
宮

沢
賢
治
な
ど
の
詩
の
暗
記
が
課
題
の
と
き
が
あ
っ
た
。
同
級
生

の
多
く
が
、
宮
沢
賢
治
の
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
を
比
較
的
容
易

に
暗
誦
で
き
た
。
そ
の
秘
密
は
中
学
校
の
隣
の
真
乗
院
（
立
石

正
智・住
職
）
に
あ
っ
た
。
真
乗
院
が
そ
の
施
設
の
一
部
を
「
雨

に
も
風
に
も
負
け
ぬ
図
書
室
」
と
し
て
、
開
放
し
て
く
れ
て
い

た
の
だ
。
こ
の
図
書
室
の
存
在
を
伊
藤
先
生
に
教
え
て
い
た
だ

き
、
級
友
と
と
も
に
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
あ
と
や
休
日
な
ど
に
足

繁
く
通
っ
た
。
本
棚
に
は
、
少
年
・
少
女
用
の
伝
記
・
文
学
全

集
な
ど
が
満
載
で
、壁
一
面
に
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
の
詩
が
貼
っ

て
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
そ
こ
に
通
う
生
徒
は
、
宮
沢
賢
治
の
詩

を
自
然
と
覚
え
て
し
ま
っ
て
い
た
の
だ
。

　

夏
休
み
に
な
る
と
、
伊
藤
先
生
の
お
勧
め
も
あ
り
、「
緑
陰

読
書
会
」
に
参
加
し
た
。
田
辺
留
蔵
先
生
（
当
時
・
教
頭
）
の

ご
指
導
の
も
と
、
早
朝
（
記
憶
で
は
６
時
30
分
か
ら
一
時
間
半

程
度
、期
間
は
一
週
間
ほ
ど
だ
っ
た
ろ
う
か
）、中
学
校
に
集
い
、

各
自
が
好
き
な
書
物
を
借
り
て
読
書
し
、
感
想
を
読
書
ノ
ー
ト

に
記
す
の
だ
っ
た
。
そ
の
全
て
に
田
辺
先
生
が
目
を
通
し
て
く

だ
さ
り
、
講
評
を
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
。
大
方
は
褒
め
て
い
た

だ
け
た
。そ
れ
が
嬉
し
か
っ
た
。「
早
朝
に
は
悪
人
は
出
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
早
朝
に
読
書
会
を
開
く
の
で
す
」
と
の
田
辺
先
生
の
お

言
葉
が
耳
に
残
っ
て
い
る
。

　

自
分
の
読
書
生
活
が
始
ま
っ
た
の
は
、
豊
島
区
に
図
書
館
が

整
備
さ
れ
る
前
の
時
代
の
こ
と
だ
。
立
石
住
職
初
め
、
諸
先
生

方
の
ご
熱
意
に
支
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
、と
改
め
て
思
い
返
し
、

感
謝
の
念
を
強
め
て
い
る
。

一
九
四
五
年
、
北
京
生
ま
れ
、
豊
島
区
雑
司
ケ
谷
育
ち
。
東
京
大
学
文
学
部
東
洋
史
学

科
卒
業
。
中
央
公
論
編
集
長
、
米
ミ
シ
ガ
ン
大
学
日
本
研
究
所
客
員
教
授
、
米
ア
ト
ラ

ン
タ
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
客
員
論
説
委
員
、
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
編
集
長
、
日
本
大
学
大
学
院

教
授
な
ど
を
歴
任
。
現
在
、
松
下
政
経
塾
評
議
員
、
早
稲
田
大
学
・
東
京
情
報
大
学
・

日
本
大
学
講
師
、
神
奈
川
県
日
中
友
好
協
会
理
事
、
Ｂ
Ｓ
朝
日
番
組
審
議
会
委
員
、
日

本
国
際
情
報
学
会
会
長
な
ど
を
兼
務
。
著
書
に
『
漂
流
す
る
日
本
』、『
浮
遊
す
る
日
本
』

な
ど
。

日本国際情報学会会長

近
こん
藤
どう
　大

もと
博
ひろ

『
嘘
の
効
用
』

 

豊
島
区
図
書
館
行
政
政
策
顧
問
　

粕
谷
　
一
希

「
図
書
館
が
整
備
さ
れ
る
前
の
時
代
…
」

●
巻
頭
言　

日
本
国
際
情
報
学
会
会
長　

近
藤  

大
博
 ・
・
・
・
・
・
１
ペ
ー
ジ

●
図
書
館
と
私　

池
袋
図
書
館
運
営
専
門
員　

須
長  

彩
子
 ・
・
・
・
２
ペ
ー
ジ

●
ザ
・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

郷
土
資
料
館
学
芸
員  

秋
山  

伸
一
 ・
・
・
２
ペ
ー
ジ

●
生
涯
の
一
冊　
「
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
会
」
代
表  

小
池 

陸
子
 ・
・
２
ペ
ー
ジ

●
二
人
の「
明
治
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
人
」　

豊
島
区
図
書
館
専
門
研
究
員  

水
谷 

千
尋
 ・
・
３
ペ
ー
ジ

●
図
書
館
イ
ベ
ン
ト
情
報
・
図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー
・
・
・
・
・
・
・
・
４
ペ
ー
ジ

発　

行
●
豊
島
区
立
中
央
図
書
館

　
　
　
　

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
四

－

五

－

二

　
　
　
　

ラ
イ
ズ
ア
リ
ー
ナ
ビ
ル
四
階
・
五
階　

〒
一
七
〇

－

八
四
四
二

電　

話
●
〇
三

－

三
九
八
三

－

七
八
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
●
〇
三

－

三
九
八
三

－

九
九
〇
四

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
●http://w

w
w
.library.toshim

a.tokyo.jp/

発
行
日
●
平
成
24
年
10
月

ト ピ ッ ク ス

東武 ＪＲ
池
袋
駅

メトロ
ポリタン

パルコ

東口
西武

豊島区役所
ＮＴＴ

有楽町線
東池袋駅 都電荒川線

東池袋四丁目

豊島区立中央図書館
劇場あうるすぽっと

サンシャイン60
豊島局
〒

【24】 豊島区制施行80周年＆豊島区立図書館開館54周年
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　私は豊島区で働く以前、大学図書館でアル

バイトをしていた時期があったのだが、そこ

で働き始めた当初は司書の資格を持っていな

かった。それまでも図書館は日常的に利用し

ていたが、あくまでも楽しみの場所であって、

働くということは考えてもいなかったのだ。

ところがそんな時、とある縁で大学図書館で

の仕事に就くことになり、そこで図書館の仕

事の奥深さにふれることとなった。そして、

図書館の仕事をもっと知りたいと思うように

なり、司書の資格を取ることを決めたのだっ

た。

　司書の仕事については、働きながらある程

度の知識は身についていたが、きちんと学ん

だことはなかった。そこで、司書講習を受け

る準備をしようと区の図書館へ行き、カウン

ターで講習に必要な資料について尋ねた。す

ると、奥から男性の職員が出てきて資料の案

内してくれたのだが、さらに講習を受ける上

でのアドバイスや、授業のポイントを話して

くださった。聞けば、その方も講習を受けて

司書資格を取ったとかで、最後に「何かあっ

たらいつでも来てください」と声をかけられ

た。職場を休んで講習を受けに行く手前、必

ず受からないといけないというプレッシャー

を感じていた私にとって、その温かい言葉は

何より嬉しかった。

　資格は無事に取得でき、その後、私は縁が

あって豊島区の図書館で勤務することになっ

た。しかも、そのアドバイスをくださった方

とわずかの間だったが、働く機会にも恵まれ

た。だいぶ前のことで覚えていらっしゃらな

いだろうと思ったし、同僚となった気恥ずか

しさから名乗ることはできなかったが、いま

でもあの時のことははっきりと覚えている。

　図書館には日々、様々なレファレンス（調

査・相談）が寄せられるが、それが我々に

とって単純なものであっても、相談者の生活

に大きく関わっていることがある。答える側

になった今も、あの時に感じた気持ちを忘れ

ず、利用者の立場に立った図書館サービスに

努めていきたい。

　本当です。より正確には、1945年11月から
1952年3月までの間、スガモプリズンと呼ばれ
ていました。
　まずはスガモプリズン前史についてみておき
ましょう。
　1895（明治28）年、現在の豊島区東池袋
三丁目のサンシャインシティの敷地よりも4倍ほ
ど広い敷地（北豊島郡巣鴨村大字向原）に警

けい

視
し

庁
ちょう

監
かん

獄
ごく

巣
す

鴨
かも

支
し

署
しょ

が設置されます。その後、
1897年に巣鴨監獄署、1903年に巣鴨監獄、
1922年に巣

す

鴨
がも

刑
けい

務
む

所
しょ

と改称。1937年に刑
務所機能は移転し東

とう

京
きょう

拘
こう

置
ち

所
しょ

となります。そし
て、1945年8月の敗戦の後アメリカ軍に接収さ
れて、冒頭に記した期間スガモプリズンとして約
四千数百名の戦争犯罪（戦犯）容疑者と受刑
者が収容されました。スガモプリズン時代には、
極東国際軍事裁判で死刑宣告を受けたＡ級戦
犯7名の処刑もここで行われました。
　小林弘忠著『巣鴨プリズン』（中央公論社、
1999年）【現在は中公文庫（中央公論新社）にも収めら
れています】は、戦犯死刑囚の最期を看

み

取
と

った初
代戦犯教

きょう

誨
かい

師
し

花山信勝の遺稿やメモ類をもと
に、スガモプリズンでの戦犯らの日常を明らかに
しています。教誨師という立場からの描写は興
味深い内容になっています。内海愛子著『スガ
モプリズン―戦犯たちの平和運動―』（吉川弘
文館、2004年）は、スガモプリズンに収容された
ＢＣ級戦犯の精神状態を含めた生活が記され

るほか、再軍備に向かう政府に対して戦争反対
の声をあげるなど、これまで知られていなかった
戦犯たちの行動についても明らかにされていま
す。茶園義男編著『図説戦争裁判スガモプリズ
ン事典』（日本図書センター、1994年）は、スガ
モプリズンに関するあれこれを図版や写真を交
えてわかりやすくまとめたものです。巻末には人
名索引と事項索引が付されており検索しやすく
なっています。スガモプリズンの詳細についてよ
り突っ込んで知りたい方にお薦めの一冊です。
　さて、その後、1952年4月にはスガモプリズン
の管理が実質的に日本側に移管され、巣鴨刑
務所と改称。1962年に巣鴨刑務所は廃庁と
なりますが、1971年に葛飾区小

こ

菅
すげ

に移転する
まで東京拘置所としての機能は残ります。そし
て、1971年5月に東京拘置所の解体工事が
開始され、1978年4月のサンシャイン60展望
台のオープン、同年10月のサンシャインシティの
オープンと多くの人たちが集まる商業施設へと
変貌を遂げていくのです。

※1  教誨師…刑務所で受刑者らに悪を悔い正し
い道を歩むように教え諭す人。

※2  刑務所…懲役、禁錮または拘留に処せられた者
を、決められた期間、収容、監禁しておくところ。

※3  拘置所…死刑囚、勾留した被疑者およびすでに
起訴されている刑事被告人のうち勾留状によっ
て拘束されている者などを収容しておくところ。

東池袋のサンシャインシティの
敷地には、かつてスガモプリズン
があったと祖母から聞きました
が、それは本当ですか？

　
『
赤
毛
の
ア
ン
』
と
出
会
っ
た
の
は
、
私
が
中
等

科
１
年
生
の
冬
の
頃
で
し
た
。

　

物
語
の
中
で
は
ま
ず
、
ア
ン
の
身
の
上
に
「
び
っ

く
り
」
と
い
う
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
程
の

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
マ
シ
ュ
ウ
と
マ
リ
ラ
に
引
き
取

ら
れ
る
事
が
決
ま
り
「
ほ
っ
」
と
し
ま
し
た
。
ア
ン

の
感
情
溢
れ
る
言
葉
や
環
境
に
読
み
だ
し
た
ら
涙

が
止
ま
ら
ず
、
ま
た
笑
い
が
止
ま
ら
な
い
の
で
時
間

の
経
つ
の
を
忘
れ
て
し
ま
い
、
お
ふ
と
ん
に
ま
で
持

ち
込
み
読
み
続
け
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て

そ
の
後
の
色
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
ド
キ
ド
キ
・
ハ
ラ

ハ
ラ
し
て
何
度
も
読
み
直
し
た
ほ
ど
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
ア
ン
シ
リ
ー
ズ
が
出
る
の
が
待
ち

遠
し
く
物
語
と
共
に
ア
ン
の
成
長
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

現
在
は
講
談
社
の
「
青
い
鳥
文
庫
」
で
新
装
と

な
っ
て
お
り
、
何
十
年
ぶ
り
に
読
み
直
し
ま
し
た
。

今
度
は
も
う
読
み
慣
れ
て
い
る
の
で
フ
ン
フ
ン
と
微

笑
み
な
が
ら
読
み
ま
し
た
が
、
や
は
り
涙
を
抑
え
る

こ
と
が
出
来
な
い
シ
ー
ン
も
あ
り
ま
し
た
。

　

訳
者
の
村
岡
花
子
さ
ん
は
、
第
二
次
世
界
大
戦

の
始
ま
る
少
し
前
に
一
緒
に
女
性
や
子
ど
も
向
け
の

本
や
雑
誌
の
編
集
の
仕
事
を
し
て
い
た
、
カ
ナ
ダ

人
ミ
ス
・
シ
ョ
ー
か
ら
渡
さ
れ
た
本
が
こ
の
『
ア
ン
・

オ
ブ
・
グ
リ
ン
・
ゲ
イ
ブ
ル
』
で
、
戦
時
下
に
外
に

光
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
し
て
訳
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
１
９
５
２
年
（
昭
和
27
年
）
に
「
女
性
や
子

ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て
健
や
か
に
生
き
て

欲
し
い
」
と
願
わ
れ
て
『
赤
毛
の
ア
ン
』
と
し
て
出

版
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
日
あ
る
小
学
校
の
先
生
方
へ
の
「
子
ど
も
の
時

に
読
ん
だ
本
で
心
に
残
っ
て
い
る
本
は
？
」
と
い
う

問
い
に
、
３
分
の
１
の
先
生
方
が
『
赤
毛
の
ア
ン
』

を
あ
げ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
強
い
志
を
持
っ

て
教
員
の
資
格
を
取
っ
た
ア
ン
に
共
感
さ
れ
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ア
ン
の
好
き
な
も
の
は
花
と
自
然
。
家
族
と
友
人

と
人
々
。花
は
桜
が
一
番
好
き
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

美
し
い
島
の
風
景
と
ま
わ
り
の
人
々
と
の
関
わ

り
、
何
と
言
っ
て
も
不
幸
な
環
境
に
も
め
げ
ず
優
し

さ
と
逞
し
さ
を
備
え
、
前
向
き
に
生
き
て
い
く
強
い

意
志
。
こ
れ
か
ら
も
受
け
継
が
れ
て
い
っ
て
欲
し
い

作
品
で
す
。

池袋図書館運営専門員

須長　彩子

温かい言葉

「池袋モンパルナスの会」代表

小
こ

池
いけ

　陸
みち

子
こ

（25）
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去
る
７
月
、
文
化
庁
は
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
群

馬
県
「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」
を
推
薦
し
た
。

明
治
維
新
殖
産
興
業
の
一
翼
で
あ
っ
た
官
営
富
岡
製
糸

場
（
明
治
５
年
設
立
）
の
ほ
か
に
「
絹
産
業
遺
産
群
」

３
点
中
に
左
の
養
蚕
農
家
が
加
わ
っ
た
の
は
意
義
深

い
。
他
の
２
点
高た
か

山や
ま

社し
ゃ

跡
と
荒あ
ら

船ふ
ね

風ふ
う

穴け
つ

と
も
ど
も
養
蚕

技
術
の
発
達
普
及
に
果
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
。

　

個
人
宅
遺
跡
は
、
明
治
初
期
の
養
蚕
技
術
リ
ー
ダ
ー

田
島
弥
平
旧
宅
で
あ
る
。
弥
平
は
養
蚕
飼
育
法
の
ひ
と

つ
、
蚕さ
ん

室し
つ

通
風
の
清
涼
育
法
を
開
発
し
、『
養
蚕
新
論
』

正
続
を
著
し
、
全
国
か
ら
の
伝
習
生
を
自
宅
二
階
の
蚕

室
で
実
地
教
育
（
桑
拓
園
）
し
、
普
及
さ
せ
た
。

　

弥
平
宅
の
あ
る
旧
島し
ま

村む
ら

（
現
境
さ
か
い

島し
ま

村
）
は
、
東
武

伊
勢
崎
線
沿
線
、
利
根
川
本
流
河
原
に
あ
り
、
渋
沢
栄

一
が
育
っ
た
血ち

洗
あ
ら
い

島じ
ま

が
近
く
に
あ
る
。島
村
は
、両
毛
・

東
武
鉄
道
利
根
川
鉄
橋
架
橋
工
事
が
難
航
し
た
よ
う

に
、洪
水
多
発
地
域
で
あ
っ
た
。
村
民
は
洪
水
と
闘
い
、

河
原
一
帯
に
桑
を
植
え
江
戸
期
以
降
養
蚕
を
盛
ん
に
し

た
。
河
原
風
に
吹
か
れ
蠅
卵
の
付
か
な
い
桑
葉
に
加
え

技
術
改
良
に
よ
っ
て
良
繭
・
蚕さ
ん

種し
ゅ

を
生
産
し
た
。

　
「
利
根
川
と
荒
川
の
間あ
い

雷
遊
ぶ
」
―
東
武
東
上
線
荒

川
上
流
域
、「
小
川
裏
絹
」
の
産
地
、小
川
町
で
生
ま
れ
、

秩
父
に
育
っ
た
金か
ね

子こ

兜と
う

太た

の
句
で
あ
る
。
落
雷
多
発
地

帯
で
「
ク
ワ
バ
ラ
、
桑
原
」
と
桑
畑
に
逃
げ
込
む
風
物

句
で
も
あ
る
が
、
雷
雨
の
恵
み
は
桑
葉
の
害
虫
卵
を
洗

除
し
た
。

　

養
蚕
農
家
に
と
っ
て
春は
る

蚕ご

、
夏
蚕
、
秋
蚕
と
蚕
の
生

育
は
、
供
桑
と
気
温
通
風
の
管
理
な
ど
、
一
時
も
気
を

抜
け
な
い
毎
日
だ
。
４
回
目
休
眠
後
の
熟
蚕
期
な
ど
は

徹
夜
に
及
ぶ
。
兜
太
句
「
山
脈
の
ひ
と
隅
あ
か
し
蚕こ

の

ね
む
り
」「
人
影
に
蚕こ

飼が
い

の
疲
れ
霧
の
家
」
と
養
蚕
農

家
の
格
闘
と
疲
労
を
う
た
う
。「
お
お
か
み
が
蚕
飼
の

村
を
歩
い
て
い
た
」―
こ
の
句
は
幻
想
風
景
句
で
あ
る
。

蚕
室
に
忍
び
込
み
蚕
を
食
い
殺
す
鼠
や
鼬
い
た
ち

類
を
、
狼

が
滅
ぼ
す
。
秩
父
三み
つ

峯み
ね

神
社
の
眷け
ん

属ぞ
く

守
護
獣
狼
の
加
護

を
養
蚕
農
民
に
代
わ
っ
て
う
た
っ
て
い
る
。「
ど
こ
か

に
獣
の
悲
鳴
狭
霧
の
繭ま
ゆ

籠ご
も
り」、

狼
は
蚕
室
暖
房
失
火
を

い
ち
早
く
発
見
す
る
。
養
蚕
農
家
門
口
に
は
三
峯
神
社

護
符
が
貼
っ
て
あ
る
。
秩
父
夜
祭
り
に
は
か
つ
て
絹
市

が
開
か
れ
て
い
た
。

利
根
の
河
原
か
ら
イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
へ

　

明
治
５
年
、
横
浜
開
港
場
で
の
外
商
・
売
込
商
の
買

い
た
た
き
や
相
場
崩
れ
に
対
抗
す
る
た
め
弥
平
た
ち

は
、
渋
沢
栄
一
の
指
導
で
村
民
を
社
員
に
島
村
勧
業
社

を
設
立
し
、
島
村
産
の
蚕
種
輸
出
を
め
ざ
し
た
。
田
口

卯
吉
の
自
由
貿
易
経
済
論
に
沿
っ
た
初
期
資
本
主
義
の

カ
ン
パ
ニ
ー
で
あ
る
が
、
発
足
は
田
口
の
『
東
京
経
済

雑
誌
』
論
陣
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
よ
り
７
年
ほ
ど
早
い
。
田

口
は
渋
沢
栄
一
か
ら
島
村
勧
業
社
の
経
済
活
動
を
聞
き

及
ん
で
、
銘
記
し
論
考
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

明
治
12
年
〜
15
年
４
回
に
わ
た
り
、
弥
平
、
武
平
ら

３
人
は
、
横
浜
か
ら
蒸
気
船
に
乗
り
、
イ
タ
リ
ア
の
ミ

ラ
ノ
で
、
蚕
種
約
３
万
６
千
枚
を
販
売
し
た
。
外
国
商

人
を
経
由
し
な
い
直じ
き

輸
出
で
あ
っ
た
。
三
井
物
産
の
サ

ポ
ー
ト
を
得
て
か
な
り
の
成
果
を
お
さ
め
た
。蚕
種
は
、

熱
帯
の
イ
ン
ド
洋
を
越
え
れ
ば
熱
死
し
て
し
ま
う
た

め
、
太
平
洋
、
大
西
洋
航
路
で
輸
送
し
た
。
１
８
４
０

〜
５
０
年
代
の
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
蚕
に
微
粒

子
病
が
発
生
し
、
大
打
撃
を
被
っ
た
が
、
１
８
６
７
年

に
パ
ス
ツ
ー
ル
が
病
原
菌
を
発
見
し
、
克
服
に
む
か
っ

て
い
た
。
島
村
産
蚕
種
の
評
価
は
高
く
、
ミ
ラ
ノ
直
輸

出
は
生
糸
蚕
種
輸
出
史
の
壮
挙
と
い
え
よ
う
。

　

貴
重
な
ミ
ラ
ノ
記
念
品
に
弥
平
の
油
絵
肖
像
が
遺
さ

れ
た
。
弥
平
が
ト
リ
ノ
美
術
学
校
を
訪
れ
洋
装
の
紳
士

肖
像
を
描
か
せ
た
。
顎あ
ご

鬚ひ
げ

白
絹
の
よ
う
な
繊
細
な
タ
ッ

チ
、
見
事
に
描
か
れ
た
利
根
川
桑
畑
の
武
蔵
両
毛
人
士

は
、
彼
地
で
世
界
経
済
人
と
し
て
の
気
概
と
行
動
力
、

そ
し
て
文
化
交
流
感
覚
を
発
揮
し
た
。
村
へ
顕
微
鏡
を

持
ち
帰
り
微
粒
子
病
予
防
管
理
等
に
用
い
た
。
後
に
島

村
出
身
の
橋
本
春
雄
、
田
島
弥
太
郎
両
博
士
が
蚕
の
遺

伝
研
究
で
学
士
院
賞
を
受
賞
し
た
。

　

戦
前
生
糸
生
産
の
町
、
前
橋
市
郊
外
で
、
両
親
の
養

蚕
格
闘
の
中
で
育
っ
た
画
家
の
友
人
は
、
先
年
イ
ス
タ

ン
ブ
ー
ル
を
訪
れ
、ト
ル
コ
絨
じ
ゅ
う

毯た
ん

商
人
か
ら
「
日
本
！

ど
こ
か
ら
来
た
の
か
」「
前
橋
か
ら
」
と
答
え
た
。「
マ

エ
バ
シ
・
シ
ル
ク
で
織
ら
れ
た
ぞ
」
と
昔
の
高
級
絨
毯

を
誇
ら
し
く
見
せ
て
く
れ
た
。
英
国
リ
バ
プ
ー
ル
港
か

ら
船
積
み
さ
れ
た
と
い
う
。
当
時
英
国
で
は
「
Ｍ
Ａ
Ｅ

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
」
の
商
標
で
優
良
絹
銘
柄
に
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
た
。

　
「
両
毛
を
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
、
横
浜
を
リ
バ
プ
ー

ル
に
」
田
口
卯
吉
の
両
毛
鉄
道
設
置
構
想
と
自
由
貿
易

論
は
、
田
島
弥
平
た
ち
武
蔵
両
毛
の
生
糸
生
産
者
の
創

意
工
夫
と
、
ア
メ
リ
カ
で
そ
れ
を
普
及
し
た
新
井
領
一

郎
を
含
め
、
明
治
以
降
シ
ル
ク
関
係
者
の
奮
闘
と
努
力

に
よ
っ
て
世
界
的
評
価
を
達
成
し
た
の
で
あ
る
。 （
完
）
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＜最終回＞

あうるすぽっとからのお知らせ

♪おとなのヴィンテージミュージック

『Once Upon a Time .... あの頃の歌』
東京オリンピック、アポロの月面着陸、大阪万博開催…日本の高度成長期の1950年後
半から1970年前半のヒットソングを、当時の街の写真や、和田誠が描いた著名人ポー
トレイトの映像とともに綴る昭和音楽年代記です。当時誰もが耳にした懐かしいメロ
ディを、佐藤允彦による新編曲でお届けします。

○日　時：1月26日(土)　18：00開演　　○会　場：あうるすぽっと
○出　演：佐藤允彦トリオ（佐藤允彦pf、加藤真一b、村上寛ds）　ほか
　　　　　【トークゲスト】和田誠
○ 演奏予定曲：365歩のマーチ、フライ・ミー・トゥ・
ザ・ムーン、ひょっこりひょうたん島、ウェスト
サイドストーリー、明るいナショナルCMソング
　ほか

○料　金：［全席指定］　一般　4,000円
　　　　　　　豊島区民割引　3,500円
○チケット発売：10月27日（土）

●チケット取扱い
あうるすぽっとチケットコール tel：03‒5391‒0516
(あうるすぽっと３階劇場事務所にて販売／
10:00～19:00／郵送可)　ほか

【お問合せ】あうるすぽっと　03‒5391‒0751

あうるすぽっとプロデュース

『白い馬の物語』
大自然を思わせる馬頭琴の音色と、深く美しい少年の物語

国語の教科書に掲載されるなど、日本でも親しみの深い『スー
ホの白い馬』は、親から子へ受け継がれてきたモンゴルの民

族楽器『馬頭琴』にまつわる民話です。今秋、あうるすぽっとでは『スーホの白い
馬』をもとに新しく構成した『白い馬の物語』を女優・竹下景子による朗読と、モ
ンゴル国立馬頭琴オーケストラが奏でる音色でお贈りします。

○日　時：11月16日（金曜）～18日（日曜）　　
○会　場：あうるすぽっと

【チケット】全席指定
○一　　般　　　　　　4,000円
○学　　生　　　　　　2,500円
　　　　　　（当日要学生証提示）
○子ども（中学生以下）　1,500円
☆豊島区民割引　　　　3,500円　（在住・在勤／要証明書提示）
☆障害者割引　　　　　2,000円　（要障害者手帳提示、介護者1名まで）

■取扱い
あうるすぽっとチケットコール　tel：03‒5391‒0516
(あうるすぽっと３階劇場事務所にて販売／10:00～19:00
／郵送可)　ほか

【お問合せ】あうるすぽっと　03‒5391‒0751

モンゴルのおうち『ゲル』がやってくる！

あうるすぽっとホワイエにモンゴル
の伝統的な移動式住居『ゲル』が出現。
公演とあわせてご体験いただけます。

○脚本：島守辰明　　○演出：栗山民也　　○音楽監督：乙黒正昭
○出演：竹下景子（朗読）、モンゴル国立馬頭琴オーケストラ（演奏）
○参考図書：「スーホの白い馬」（大塚勇三再話／福音館書店刊）　ほか
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主催／会場
おはなし会開催日 スペシャルイベント

幼児・小学生 あかちゃん 10月 11月 12月

中央図書館
児童コーナー
（※印は会議室）

日曜日
午後2時

最終日曜日
午前11時 ★7日・おはなしこうさく会　午後２時

★４日・おはなしこうさく会　午後２時
★25日・ボランティアによるおはなし会　午後2時
　（虹のポケット）

★16日・冬のスペシャルおはなし会　午後2時

駒込図書館
（駒込地域文化
創造館）

土曜日
午後3時

（10/6はお休み）
― ★22日・おはなしのはこ　クリスマススペシャル

　午後3時

巣鴨図書館
地下会議室

水曜日
午後3時

最終水曜日
午前11時 ★10日・ほんのじかん　工作　午後３時 ★21日・ほんのじかん　スライド

　午後３時

★５日・ほんのじかん　こどもえいがかい
　午後3時「ごんぎつね」（19分）
★19日・ほんのじかん　冬のお楽しみスペシャル
　午後3時

上池袋図書館
おはなしのへや
（※印は地下
ホール）

水曜日
午後3時

最終水曜日
午前11時※ ★19日・さくらんぼクリスマス会　午後3時※

池袋図書館
ワークルーム

土曜日
午後2時 ― ★27日・たんぽぽえいがかい　午後２時

　「北風のくれたテーブルかけ」　（15分）

★10日・たんぽぽこうさくかい　午後2時　
　クリスマスの壁飾り作り
★24日・たんぽぽえいがかい　午後2時
　「3丁目物語・秋おまつりの夜」　（25分）

★15日・たんぽぽクリスマスかい　午後2時

目白図書館
地下区民集会室

水曜日
午後3時

第1水曜日
午前11時

★28日・かきくけこうさくかい　午後3時
　「せかいにひとつのキラキラメダル」

★12日・ あいうえおはなしかい
　クリスマススペシャル　午後3時

千早図書館
視聴覚室

水曜日
午後3時30分

水曜日
午前10時30分

日程・会場等が変更になることがあります。事前にお問合せください。

図 書 館 イ ベ ン ト 情 報
◆児童・あかちゃんおはなし会 
毎週、本の読み聞かせなどのイベントを行っています。遊びに来てくださいね。

◆『10月27日は文字・活字文化の日』～図書館・おはなし会のご案内～
　知的で心豊かな国民生活及び活力ある社会の実現を目指して、平成17年7月に文字・活字文化振興法が
制定されました。それに伴い、毎年10月27日を“文字・活字文化の日”と定め、文字・活字文化について
の関心と理解を広く深めるための様々な取組みが行なわれています。区内各図書館では、子どもたちに向
けて下記の催しを行ないます。詳細は各図書館へお問い合わせください。

◯千早図書館友の会主催◯「千早進歩自由夢月例会」
※10月例会は事前申込制。12月例会は申込不要ですが定員は50名です（先着順）。

◆千早進歩自由夢（10月例会）
史跡散歩「目白の歴史的建造物を訪ねる」
日　　程　10月11日（木）
集合場所　13時10分　ＪＲ山手線目白駅改札前集合
　　　　　 または、13時45分　和敬塾本館正面玄関横集合（和敬塾本館：文京区目白台１－

21－２　都営バス白61系統「目白台三丁目」下車40ｍ）
旅程内容　 和敬塾本館（旧細川侯爵邸）と学習院大学の歴史的建造物を見学します。
　　　　　 また、学習院大学図書館に入館して館内を見学します（館内の資料は閲覧できません）。
費　　用　 和敬塾本館の入館料として1,050円かかります（お釣りのないように用意してください）。
　　　　　 交通費も自己負担です（目白駅－和敬塾本館間は都営バスを利用します）
定　　員　 15名（事前申込制。先着順。10月３日より募集開始予定。千早図書館に電話で直

接お申し込みください。）

◆千早進歩自由夢（12月例会）
小唄上演会「小唄で綴る江戸の四季－粋でいなせな人・恋・風物－」
日　　時　12月８日（土）　
　　　　　14時から16時（開場：13時30分）
会　　場　千早図書館　２階　視聴覚室
出　　演　唄：飯島ひろ喜　　三味線：春日とよ稲枝・飯島ひろ喜扇
内　　容　 今は忘れられつつある古き良き時代「江戸」の情緒を、三味線の音色にのせ小唄で綴

ります。 どなたでも親しみやすいように、楽しい説明とともに味わっていただけます。
　　　　　 「笠森おせん」「三社祭」「紺屋高尾」など、江戸小唄（古典）から現代小唄まで披露

いたします。
 

＜飯島ひろ喜プロフィール＞

1951年横浜生まれ。横浜・磯子の花街に育つ。家が料亭をしていたことから日本の芸能に
自然と親しみ、日舞や邦楽などを学ぶ。現在は、小唄飯島派三代目家元・飯島ひろ子師の
もとで修業中。十数年前より「美浜れい」のペンネームで作詞をし、最近では家元の指導
を受け作曲も手掛けている。モットーは「誰でもわかる楽しい小唄をつくること」。ここ数年、
シンガポールに教室を持ち若い人たちを指導。現地ホテルにてライブもおこなっている。
 

定　　員　50名（先着順）

各図書館の
連絡先

□中 央 図 書 館　3983-7861
□駒 込 図 書 館　3940-5751
□巣 鴨 図 書 館　3910-3608
□上池袋図書館　3940-1779

□池 袋 図 書 館　3985-7981
□目 白 図 書 館　3950-7121
□千 早 図 書 館　3955-8361
□雑司が谷図書貸出コーナー　3590-1335

●文字・活字文化の日スペシャル

図書館 実施日時・実施期間 行　事　名 場　　所 内　　　容

中央図書館 10月28日（日）
午後２時～ おはなし会 児童コーナー 絵本、ビッグブックの

読み聞かせなど

駒込図書館 10月27日（土）
午後３時～ おはなしのはこ 駒込地域文化創造館

（音楽室）

絵本の読み聞かせ、
ビッグブック、
紙芝居など

巣鴨図書館 10月24日（水）
午後3時～ ほんのじかん 地下会議室 絵本の読み聞かせ、

手遊びなど

上池袋図書館 大規模改修工事のため臨時休館中です。

池袋図書館 10月20日（土）
午後２時～ おはなしたんぽぽ ワークルーム 絵本の読み聞かせ、

紙芝居など

目白図書館

①10月2３日（火）
　～11月22日（木）
②10月24日（水）
　午後3時～

にほんごは
　　たのしい！

①児童特集コーナー
②集会室

①児童書展示
②スペシャルおはなし会
　（ビッグブック等の
　読み聞かせ）

千早図書館 10月24日（水）
午後3時30分～

ほんとこ
　　おはなしかい 視聴覚室 暗くして耳で楽しむ、

おはなし会

日程・会場等が変更になることがあります。事前にお問合せください。

◯は土日祝
■は休館日

10　

月

11　

月

12　

月

中央図書館
・開館時間・

平　日　午前10時～午後10時
土日祝　午前10時～午後 6 時

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

駒込・巣鴨・上池袋・池袋・目白・千早図書館
・開館時間・

平　日　午前9時～午後7時
土日祝　午前9時～午後5時

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

雑司が谷図書貸出コーナー
・開館時間・

平　日　午前10時～午後7時
土日祝　午前10時～午後5時

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

上池袋図書館　臨時休館のお知らせ
　上池袋図書館は、施設改修工事のため臨時休
館いたします。ご利用の皆さまには大変ご迷惑
をおかけしますが、ご理解・ご協力をお願いい
たします。

期　　間
平成24年10月9日（火）～12月10日（月）

　なお、次の期間は臨時窓口を開設し、以下の
業務を行います。
①予約資料の貸出
　ただし、上池袋図書館所蔵資料は予約・貸出
できません。
②貸出資料の返却
　開 設 日：10月10日（水）～12月9日（日）
 （ただし、毎週月曜日はお休みです）
　開設時間：平日（火～金）　9時～19時
　　　　　　土・日・祝日　9時～17時


